
巡回予定表（ＨＰ掲載） 

 

 

 

  

  

箱根町は山岳地帯であり、町の図書室に行くのが難しい方々が

いるため、自動車に図書を積んだ移動図書館「きつつき号」が町内

を巡回して本の貸出を行っている。巡回箇所は、幼児学園・保育園・

幼稚園や小・中学校、公民館、集会所、高齢者施設などの 22箇所

であり、５コースが設定され、２週間に１回（月２～３回）程度巡

回している。貸出期間は、原則として次の巡回日まで（２週間）と

なっており、借りてから返すまで一つの場所で行うことができる。 

巡回日や時間は、毎月発行されている「広報はこね」・「社会教育

センターだより」や町・図書室ＨＰに掲載され、職員おすすめの本

の紹介とともに周知している。 

 

 

幼児向け絵本から、大人向けの図書まで約 1,600

冊を積載している。子どもたちには読書アンケート

を取り、読みたい図書について希望が多かった図書

を購入したり、予約カードで本のリクエストを募っ

たりと読書への意欲を高める工夫をしている。園や

学校の図書館にない本がたくさんあるので、楽しみ

にしている子どもたちが多く、昼休みやお迎えの時

間にブックバッグを片手に「きつつき号」へ向かう子どもたちが多くいる。 

園や学校では、「きつつき号」が来ることで普段は本を読んだり借りたりしない子が読書への関心

を高め、読書に親しむ姿が見られている。また、予定表への記載や放送での呼び掛けなど、園や学校

との連携によって読書機会の提供が充実し、読書活動の推進につながっている。 

 

 

   

箱根町社会教育センターの取組 

移動図書館「きつつき号」 

読書機会の提供 

１ 活動の概要 

２ 活動の状況、実際 

３ 参加者、指導者等の声 

【子どもたちの声】 
・「きつつき号」が来るのをいつも楽しみにしています。家に帰ってお
気に入りの場所で読書するのが楽しみです。 

・本は、好きな時に好きなものを読めるから好きです。「きつつき号」
には家にない本がたくさんあるので家族のためにも借りています。 

【職員・先生の声】 
・子どもたちとふれあいながら本の貸出ができるのが楽しいです。こ
れからも子どもたちが読みたい本をいっぱい積んで、「本がおもし
ろい」「本が大好き」という声をたくさん聞けると嬉しいです。 

・本好きな子は多く、読み聞かせをすると集中して聞いてくれます。
借りた本はお家の人に読んでもらったり、きょうだいで読んだりし
ている子がいて、本を通して家族での関わりが生まれているのを感
じます。 


